




　琉球列島米国民政府（United States Civil Administration of the Ryukyu Islands：
USCAR）は、1950 年 12 月から 1972 年 5 月まで沖縄を統治していた米陸軍省の地域管理
部隊である。USCAR が作成・収受した文書、通称 USCAR 文書は、1998 年度より沖縄



































































PLAN FOR THE RECORDS OF THE UNITED 


















































































































































































































































































































機能別ファイルシステム（The Army Functional Files 
System：以下TAFFS）である41）。
　USCAR文書内で言及されるTAFFSは、1962（昭和37）年10月に制定されたAR345-210「米









MANAGEMENT FILES, ARRANGEMENTS, MAINTENANCE, AND DISPOSITION 
OF CIVIL AFFAIRS RECORDS）、 AR340-18-16「民政機能に関する記録の保存と処分」
（Maintenance and Disposition of Civil Affairs Functional Records）である。既に15の陸軍
機能がさだめられており、民事活動は16番目の陸軍機能とされた。そのため民事活動に関す
41） TAFFSは、1959年１月に陸軍省以外の全陸軍に適用され、1963年１月より全省的に適用されるこ
ととなった（Deutrich, Mable E. Decimalfiling: its general background and an account of its rise 
and fall in the U.S. War Department. American Archivist. 1965, vol.28, no.2, p.218）。
42） 陸軍沖縄地区工兵隊は、沖縄において米軍の基地建設や民間の土木・建築事業を担った部隊であ
る（仲本、前掲論文、70頁）。





































44） その他の配布先は、DCSOPS, CC-E, USARPAC, USARJ, USAREUR, USARSO, EUSA, USARCEN, 















































































Work Project Review Files, 1965:New Machinato Power Plant” の シ リ ー ズ タ イ ト ル は、






































きことにUSCARが運営していた琉球水道公社（Ryukyu Domestic Water Corporation）が「琉
球水道公社の記録管理ファイルシステムおよび基準」（Record Management File System and 





































































































































































（Civil Administration of the Ryukyu Islands）はワシントンにある国家防衛大学に送付され、
民政官を育成するための参考資料とされていた53）。年次報告書には、経済・金融・通信・政治・
福祉など多岐にわたる分野の情報、統計が記載されており、教育目的としても用いられていた
のである。
　また、処分計画書内では、米国内で東アジアコレクションのキュレーター、フーヴァー戦争
革命平和研究所、スタンフォード大学が要請した米国の民政に関する研究成果に関しても返還
後に利用可能とするとしている。
　吉本は、米国の沖縄占領統治の中に、今日に至る米国の民事活動の原型があったと指摘す
る54）。記憶に新しいアメリカの戦争としてイラク戦争やアメリカの長い戦争として知られるベ
トナム戦争があるが、沖縄と同様に米国にとって戦闘終了後に生じる民主的な政権の樹立、経
済復興など、民間人対策が改題となったのである。すなわち、米軍による「民政」は沖縄で終
53） 吉本前掲書、64頁。
54） 吉本前掲書、64頁。
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わったのではなく、現在まで地域を変えて続いているのである（機能しているのかについては
疑問ではあるが）。
　沖縄におけるUSCARの民事活動の関するアーカイブズは、「沖縄」という固有名詞が重要な
のではなく、あくまで「民政」の事例として重要視され、米国（あるいは米軍）が別の地域で
民政を実施する際に参照するデータとして捉えられ、再利用されていたのである。
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